





Rakuchū  Rakugai zu Folding Screen （Uesugi Version）:


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































公方邸 － － ○〈理想〉
武衛（斯波邸） ○（幼少期の義輝） － －
近衛御所 － － －
細川京兆邸 ○（晴元） ○（氏綱） ○〈不在〉
細川典厩邸 ○（晴賢） ○（藤賢） ○（藤賢）
細川和泉守護邸 ○ － －
薬師寺備後邸 ○ － －
高畠甚九郎邸 ○ － －
伊勢守邸 ○ ○ －
三好筑前邸 － ○ ○〈閑散〉
松永弾正邸 － ○ ○〈繁栄〉
【別表】
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注
（１）  上杉謙信の人名表記について、本稿では謙
信で統一する。また、狩野永徳・足利義昭・
足利義輝・近衛前久・三好義興・六角義賢・
三好義継・直江景綱等についても、同様に
人名表記を統一する。
（２）  黒田日出男『謎解き洛中洛外図』（岩波書店、
1996年）。
（３）  今谷明『京都・一五四七年』（平凡社、
2003年〔初版1988年〕）。
（４）  こうした美術史家からの批判については、奥
平俊六「ミヤコの残像」（『洛中洛外図と南
蛮図屏風』小学館、1991年）に詳しく整理さ
れている。
（５）  高橋康夫『洛中洛外』（平凡社、1988年）。
（６）  瀬田勝哉『増補　洛中洛外の群像』（平凡
社、2009年〔初版1994年〕）。
（７）  注（２）前掲黒田著書。
（８）  大塚活美「輿に乗る貴人」（『日本史研究』
322、1989年）。
（９）  水藤真『絵画・木札・石造物に中世を読む』
（吉川弘文館、1994年）。
（１０）小島道裕『描かれた戦国の京都』（吉川弘
文館、2009年）。
（１１）高橋康夫「描かれた京都」（『中世都市研究』
12、2006年）。
（１２） 上杉本の注文主については、黒田氏が検討
した足利義輝・足利義昭・織田信長以外に、
上杉謙信と交流のあった近衛前久をはじめと
する近衛家出身者、謙信の上洛を要請する
反三好方の武家勢力、幕臣としての松永久
秀など（これらの人物については、本論で触
れていく）も、想定可能と考えている。ただし、
検討の経過は省略するが、いずれも義輝に
比べると注文主である蓋然性は低く、本稿
では注文主は義輝であるとの説を前提として、
議論を展開していく。
（１３）注（６）前掲瀬田著書。
（１４）注（３）前掲今谷著書。
（１５）田中信司「御供衆としての松永久秀」（『日
本歴史』729、2009年）。
（１６）細川氏綱は永禄2年8月に、三好長慶によっ
て山城淀城に移されており、永禄4年の時点
で、細川京兆邸に当主が常住することはな
かった。ただし、同じ頃、三好義興は摂津
芥川山城、松永久秀は大和信貴山城を本拠
としており、三好筑前邸や松永弾正邸につい
ても、ある程度同様のことが指摘できよう。
（１７）細川氏綱の弟で細川典厩家当主である細川
藤賢は、永禄8年に足利義輝が殺害されるま
で、たびたび京都周辺の諸史料にその名が
記載されており、御供衆として在京することが
多かったと考えられる。
（１８）天野忠幸『三好長慶』（ミネルヴァ書房、
2014年）。
（１９）注（２）前掲黒田著書。
（２０）『蜷川家文書』「伊勢貞孝遺臣等同家再
興嘆願條書案」（『大日本古文書　家わけ
21-3』所収794）。
（２１）『一色家古文書』「室町幕府奉行人奉書案」
永禄5年9月15日（『室町幕府文書集成　下』
所収3887）。
（２２）伊勢貞孝挙兵の理由に関する諸説につ
いては、高梨真行「永禄政変後の室町
幕府政所と摂津晴門・伊勢貞興の動向」
（『MUSEUM』592、2004年）に詳しい。
（２３）山田康弘『戦国期室町幕府と将軍』（吉川
弘文館、2000年）。
（２４）松村正人「室町幕府政所頭人伊勢貞孝」
（『白山史学』35、1999年）。
（２５）注（１８）前掲天野著書。
（２６）もちろん天文18年以前の政治秩序を構成す
る要素として、伊勢守邸を描いているだけと
の解釈も成り立つであろうが、上杉本を注文
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かについては、より詳細な検討が必要である
と考えている。
（３４）注（２３）前掲山田著書。
（３５）この点については、注（３３）の検討事項と合
わせて、今後の課題としたい。
（３６）『フロイス日本史3』「司祭（ヴィレラ）がふたた
ひび公方様を訪れ、そして都から堺の市へ
伝道に赴いた次第」。
（３７）当時の法華宗（日蓮法華宗）については、日
蓮正宗大石寺の岡田信績氏から、貴重なご
意見をうかがった。
（３８）注（６）前掲瀬田著書。
（３９）河内将芳『日蓮宗と戦国京都』（淡交社、
2013年）。
（４０）天野忠幸「三好氏と戦国期の法華宗教団」
（『市大日本史』13、2010年）。
（４１）注（６）前掲瀬田著書。
（４２）注（１５）前掲田中論文。
（４３）『言継卿記』永禄6年3月19日条。
（４４）田中信司「松永久秀と京都政局」（『青山
史学』26、2008年）。
（４５）村井祐樹「松永弾正再考」（『遙かなる中世』
21、2006年）。
（４６）『フロイス日本史3』「本年（一五六四年）およ
び前年に、都地方で生じた幾つかのことにつ
いて」。
（４７）注（１８）前掲天野著書。なお、事件前後を
含め、永禄年間における足利義輝と松永久
秀との関係性については、あらためて検討し
てみたい。
（４８）山田康弘「将軍義輝殺害事件に関する一考
察」（『戦国史研究』43、2002年）。
（４９）注（１８）前掲天野著書。
（５０）『長岡市立科学博物館所蔵文書』「安見宗
房書状」（永禄8年）6月24日（『上越市史
別編1』所収462）。
（５１）『上杉家文書』「安見宗房書状」（永禄5年）
したのと近い時期に、自らの意志で滅亡に追
いやった人物の邸宅を、あえてそこに描かせ
ていることには、多少なりとも違和感を抱かざ
るを得ない。
（２７）今谷明『戦国期の室町幕府』（講談社、
2006年〔初版1975年、角川書店〕）、高梨
真行「戦国期室町将軍と門跡」（『中世の
寺院と都市・権力』山川出版社、2007年）
などを参照。
（２８） 大西泰正「戦国期政所頭人伊勢氏をめぐっ
て」（『桃山歴史・地理』42、2007年）。
（２９）政所頭人の後任に側近の摂津晴門を推した
のは足利義輝と考えられるが、伊勢貞孝の罷
免そのものは、義輝以上に三好方の意向によ
るものと推測しておきたい。
（３０）『大館記』「大館晴光書状案」（永禄5年）
5月27日（『ビブリア』83所収）。
（３１）注（２７）前掲高梨論文、川嶋将生「大覚寺
義俊の活動」（『室町文化論考』法政大学
出版局、2008年）などを参照。
（３２） 長江正一『三好長慶』（吉川弘文館、1968年）。
（３３）注（１８）前掲天野著書。なお、永禄4・5年
の軍事的混乱における足利義輝の立場につ
いて、注（３２）前掲長江著書や、今谷明『戦
国三好一族』（洋泉社、2007年〔初版1985年、
新人物往来社〕）では、義輝が反三好方に加
担していたといった文脈で叙述されている。ま
た、小谷利明「畿内戦国期守護と室町幕府」
（『日本史研究』510、2005年）では、永禄
4・5年の三好方と反三好方との抗争が「幕
府を分裂させた天下の戦争」と捉えられてお
り、また、畠山方の安見宗房が、永禄5年
3月に上杉方と音信していたことが紹介されて
いる（後述）。永禄4・5年の軍事的混乱にお
いて、義輝が反三好方とどのような関係を有
していたのか、反三好方の軍事行動がどの
程度広範に展開する可能性を秘めていたの
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3月5日（『上越市史　別編1』所収311）、注
（３３）前掲小谷論文。
（５２）『上杉家文書』「近衛稙家書状」（永禄5年）
3月7日（『上越市史　別編1』所収312）。
（５３）『上杉家文書』「近衛前久書状」（永禄6年）
3月26日・8月11日（『上越市史　別編1』所
収337・347）。
（５４）義俊の行動や役割については、高梨真行「将
軍足利義輝の側近衆」（『立正史学』84、
1998年）、注（２７）前掲高梨論文に詳しい。
（５５）『上杉家文書』「大覚寺門跡義俊書状」（天
文19年）2月28日、（天文21年）5月24日・
25日・26日等（『上越市史　別編1』所収
30・63・65・73等）。
（５６）『上杉家文書』「朝倉景連書状」等（永禄
8年）6月16日（『上越市史　別編1』所収
459・460）。
（５７）『上杉家文書』「大覚寺義俊副状」（永禄8年）
8月5日（『上越市史　別編1』所収468）。
（５８）『上杉家文書』「足利義昭御内書」（永禄9年）
3月10日（『上越市史　別編1』所収493）。
（５９）『謙信公御書集』「大覚寺義俊条書」（永
禄9年）3月10日（『上越市史　別編1』所
収496）。
（６０）『上杉家文書』「足利義輝御内書」（永禄7年）
5月13日（『上越市史　別編1』所収406）。
（６１）『謙信公御書集』「上杉謙信書状」永禄7
年8月4日（『上越市史　別編1』所収429）。
（６２）『上杉家文書』「足利義輝御内書」（永禄8年）
3月23日（『上越市史　別編1』所収454）。
（６３）『足利季世記』「冬康生害之事」。
（６４）『言継卿記』永禄7年12月16日条。
（６５）『厳助往年記』永禄6年2月4日条。
（６６）『フロイス日本史3』「司祭（フロイス）が都に
到着した後、そこで生じたこと」。
（６７）注（６）前掲瀬田著書。
（６８）注（１１）前掲高橋論文。
（６９）注（１０）前掲小島著書。
（７０）注（１１）前掲高橋論文。
（７１）注（１０）前掲小島著書。
（７２）小谷量子「戦国期細川邸近辺の空間構造」
（『戦国史研究』68、2014年）。
（７３）『フロイス日本史3』「都の市街、およびその
周辺にある見るべきものについて」。
（７４）『言継卿記』永禄12年3月3日条に、「細川
右馬頭庭之藤戸石、織弾三四千人にて引之」
とあり、その後も京都に屋敷を構えていたこと
はたしかである。
（７５）上杉本にも粉本等の構図を転用して描いた
だけの場面は多く存在しようが、足利義輝の
上杉謙信に対する政治的メッセージが込めら
れた作品であることを考えると、武家の邸宅と
いった政治的な構造物については、義輝の
何らかの意図が描かれているのではないかと
いう眼を持って、これを読解すべきであろう。
（７６）注（１０）前掲小島著書。
付記
　本稿は、平成26年11月13日の駒沢女子大学
大学院仏教文化専攻仏教文化研究会において報
告した、「『上杉本洛中洛外図屏風』の制作開始
時期に関する若干の疑問－近年の戦国期畿内政
治史研究との接点を求めて－」、および、平成25
年10月から平成26年3月まで全6回にわたって担
当した、2013年後期いなぎICカレッジプロフェッサー
講座「屏風絵というタイムマシ ンー－洛中洛外図に
よる戦国の都案内－」の内容の一部をもとに、これ
を論文化したものである。どちらの機会にも多くの
貴重なご意見を頂戴した。記して感謝申し上げたい。
